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趣 旨 

今日の日本企業の 多くは、 「バブル崩壊」という 今までに経験がない 事態に起因する 

新しいタイプの 困難に直面しており、 リストラクチャリンバの 必要性が声高に 叫ばれて 

います。 しかし、 その一方で「リストラクチャリンバ」の 本当の目的や 意義が見失われ 

がちなのが現状です。 「リストラクチャリンバ」という 言葉がその本質的な 意味を離れ 

て 、 単純に「コストダウン」とほぼ 同義の言葉として、 ひとり歩きしがちなのが 現実で 

す。 コストダウンや 経営のダウンサイジンバが 必要であ るというのは、 確かに一面の 事 

実であ り、 研究・技術開発もまたこの 種の挑戦から 逃れ得るものではあ りません。 しか 

し、 このような短絡的な 認識は、 せっかくの本質的なリストラクチャリンバの 機会をみ 

すみす 見逃す結果につながりかねません。 表面的なリストラクチャリンバは、 かえって 

研究・技術開発への 取り組みを誤った 方向に向け、 日本企業の技術力の 基盤を脆弱にさ 

せる危険性を 含んでいます。 

今回のシンポジウム・セッションでは、 

●リストラクチャリンバにおける 技術戦略の役割は 何か 

●日本企業の 技術開発の領域での 中核能力 (core  competence/capability) 

はどこにあ るのか 

●技術力や技術戦略のどこを 強化して、 どこを変えて い くべきなのか 

●日本企業の 研究開発における 知の創造の特質は 何か 

●ソフト化・ 多元化といった 技術の新しいトレンド や エコロジ一などの 技術 

を 取り巻く社会的変化にどのように 対応していくべきなのか 

といった観点から、 リストラクチャリンバのカギとなる 技術戦略の新しいモデルを 探っ 

ていきたいと 考えております。 シンポジウムではいくつかの 産業セクタ一で 日本を代表 

する企業の方々から、 リストラクチャリンバを 志向した研究・ 技術開発とその 背景にあ 

る 技術戦略の事例を 報告していただきます。 
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